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地殻のかなり深い層迄の地中温度の垂直分布を知るために，種々の深さの地下水井に者ける湧水の

温度を向時的に測定した例はあまりないようである。わが国では最近十勝川流域に於て北海道大学の

荒川i・東両氏によって測定された結果(l)が発表されている。われわれは新潟市附近の天然ガス井を利

用して地中温度の垂直分布を調べたので，資料を積む意味にjないて簡単にその結果を報告する。

信濃川下流域には所謂天然ガス井が多数掘さくされて者り，それらよりー常時ガス量と大体等量の地

下水が多量流出しているO‘われわれは

1951年 2月21日と 1952年 3月3日の

2回，とれら多数存在す1るガス井のう

ち，ストレーナーが1ケ所(このスト

レーナーの中キの深さを以てその井戸

の深さとする〉で，これらが全体とし

て適当友深さに分布す7るように10本の

'井戸を選び，それぞれの流出口に者い

て水温と流量とを測定した。測定の行

われたこれらの井戸は第1図に示した

ような分布をLているO このようにし

て得られた各井戸の流出口に老ける水

温・流量等を掲げると次表の通Dであ

る。たほ水温の季節変化は殆んどな

く，叉この 2回の観測に者ける健の差

もわづかであった。表には平均値を示

しであるO との表に従って井戸の深さ

と出口に者ける水温との関係を図示す

ーると第2図のように主主るO

さてこのよう左流出口の水温は，パ

イプ中を水が上昇する途中に者ける温

度降下のためにJストレーナーの深さ
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Fig. 1 Distribution of wells in which 

observations were made. 

、測・表

属|深さ|水、温|流量 IDjQ 
m 。C I-S-1 m.s-l-1 

日本軽金属 5 123 16.5 9.3 13.2 

2 貯 金 局 149 16.7 9.9 15.1 

3 日東勧積 5 237 19.5 43.4 5.5 

4 新潟交通11， 274 20.5 19.4 14. 1 

5 天然ガス開発 1 310 20.1 一 一
6 日東紡積 7' 360 23.7 38.8 9.3 

7 帝石(新潟)15 449 26.6 一
8 // 13 477 26.8 一 一. 
9 // 19 539 29. 1 42.1 12.8 

10 // 10 一 一. 
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Relation betweenムT
and D/Q(after Arakawa 

a~d Azuma) 

験 震 時 報

に者ける水温，即ちその深さに者ける地温に比べよγ般に低く友づている

ものと推察される。今この温度降下量をムT，深さを D，二流量を Q と

すると?これちの問には一般に次の関係があると考えられる。

D
-
Q
 

C
 

一一T
 
ム こ、に C。は常数

われわれの場合は事情によりムTの測定が出来宇，従って C。を決

定し得たかったが，前記荒川・東両氏は十勝Jfl流域の4ケ所の自噴井に

1ないて持ムT を実測され，D/Qとの関係を第3図の通り求められてい

るO との直線的関係が億濃川l下流域vc::Jないても成立っているものとみた

して，われわれの実測から得られたD/Qの値を入れて各井戸について.

ムTを求めてみると，流量が相当多いので期待される値はいづれも.O. 1 

OC或はそれ以下と方、り， 殆んど無視して差支えたい程度であるととが

〆，わかった。'故にわれわれの場合流出日の水温はそれぞれ井戸の深さに長

ける地中温度を示すものと考えてよ、かろう O 従って第 2図は新潟市附近

の地下 100m乃至 600m層に者ける地温の垂直分布を示すものと考え

られるので，図中に示した直線の傾斜より地ア増温率を求あると 34.5"

m/OCとたるOとの値はこれ迄わが国の安坑や池田にjないて得ちれてい一

る値(2)に比べるとか左り相違しているが，・全世界のこの位の深さの範囲

に於ける増温率の平均~3) とは殆んど同値を示じている。

(Arp.15， 1952) 
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Report on the GeothermalGradient observed 

in the Niigata Gas Field. 

'A. MASATSUKA (Mαtsumoto Weather 8tαtion) 

T.KoIKE (N iigαtα Loc.' Met. Qbs.) 

In Feb. 1951 andMar.， 1952， .we made observationsof the water temperatureand discharge 

of .10 artesiau wel1s of various depth from about 100mto 600m， in the Niigata Gas Field. 

Using these observational、materia1s，we obtained the vertical distribution of e;:.rth-temperature 

as shown in the figure 2 and found that the mean geothermal gradient of the layer is 34.5 m/oC. 
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